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目的： 

浮き趾や扁平足の原因の一つとして足部の筋力不足が挙げられているが、詳細は不明である。浮き趾の状態や扁平足の状態と

全身の筋肉量の関係がわかれば、浮き趾や扁平足の病態解明の手掛かりとなると考える。そこで、浮き趾、足底アーチの状態、

体組成（主に全身筋肉量）の関連性について明らかにすることを目的とした。 

 

方法： 

2019年 7 月から 2020 年 10月に行った学童期総合健診参加者のうち、578 名（女性 304 名、男性 274 名）を対象とした。 

身長、体重、体脂肪率、全身の筋肉量を計測し、ローレル指数は身長、体重から算出した。 

また、重心動揺計で得られた foot print を用いて、浮き趾スコア）と CSI（足底アーチ形成の指標）を計測し、これらの相関につい

て検討した。また、浮き趾スコア、CSI については検者間、検者内の測定誤差についても検討した。 

 

結果： 

浮き趾スコア、CSI、全身筋肉量の間に相関を認めなかった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

浮き趾の原因が筋力低下であれば、浮き趾スコアと筋肉量が相関することが予想されるが、逆の結果であったので筋力と浮き趾

の関連性はないと考える。Limitation として足部の筋力を全身の筋肉量で近似していることがあげられる。 

 

結論： 

少なくとも、小児においては浮き趾や扁平足の原因としての筋肉量の関連性は少ないと考えられる。 

 


